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本
号
は
、
中
野
三
敏
氏
御
所
蔵
の
後
藤
松
陰
書
簡
を
掲
載
す
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
は
、
本
誌
記
載
の
書
簡
番
号
順
に
、
一
巻
と

し
て
軸
装
さ
れ
て
い
る
。

後
藤
松
陰
は
大
坂
の
儒
者
で
、
寛
政
九
年
正
月
八
日
、
美
濃
に

生
ま
れ
た
。
名
は
機
、
字
は
世
張
、
通
称
俊
（
春
）
蔵
と
い
い
、

別
号
に
春
草
・
鎌
山
・
兼
山
等
が
あ
る
。
初
め
菱
田
毅
斎
に
学
び
、

後
に
大
坂
に
出
、
頼
山
陽
に
学
ぶ
。
文
政
八
年
五
月
、
山
陽
の
媒

酌
に
よ
り
篠
崎
小
竹
の
長
女
ま
ち
を
姿
る
と
同
時
に
、
梶
木
町
に

居
を
構
え
、
そ
こ
で
講
筵
を
張
っ
た
。
著
作
に
『
春
草
詩
抄
』
、

『
松
陰
詩
稿
』
等
が
あ
る
。
元
治
元
年
十
月
十
九
日
没
、
享
年
六

十
八
歳
。
大
阪
市
北
区
与
力
町
天
徳
寺
に
、
篠
崎
三
島
、
同
小
竹

等
の
も
の
と
共
に
そ
の
墓
碑
が
あ
る
。

な
お
、
松
陰
の
腿
ま
っ
た
伝
と
し
て
は
、
木
崎
好
尚
『
篠
崎
小

雅

俗

の

会

名

家

書

簡

披

展

謹
復
本
月
七
日
華
束
同
既
望
到
手
蓋
河
新
致
之
薫
手
忙
手
捧
披
俯

書
簡
翻
字
の
原
則
は
、
本
誌
創
刊
号
の
凡
例
に
従
う
。

た
だ
し
、
本
号
掲
載
の
書
簡
中
、
一
！
八
ま
で
の
書
簡
は
、
戸

田
睡
翁
宛
書
簡
で
あ
る
の
で
、
睡
翁
に
つ
い
て
は
、
書
簡
＿
に
の

み
注
を
施
し
た
。

ま
た
、
見
せ
消
ち
は
原
則
と
し
て
翻
字
し
な
い
方
針
で
あ
る
が
、

二
と
九
の
書
簡
に
は
、
詩
稿
を
推
敲
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
部
分
は
見
せ
消
ち
を
生
か
し
た
。

竹
』
附
載
の
小
伝
が
、
現
在
最
も
詳
し
い
。

連

載

そ

の
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審
時
下
星
寒
執
事
合
堂
清
寧
欣
ミ
慰
ミ
盛
然
一
冊
初
例
甜
目
―
二

妄
批
柳
以
答
下
問
之
誼
焉
耳
取
奔
是
祈
前
年
承
問
間
氣
二
字
之
義

頃
得
之
於
一
友
人
之
答
。
今
書
以
奉
答
候
。
曰
。
間
氣
。
只
是
極

賛
賢
者
之
稲
。
或
問
伊
川
。
量
可
学
否
。
曰
。
可
。
学
進
則
識
進
。

識
進
則
量
進
。
韓
魏
公
可
学
否
。
曰
。
魏
公
是
間
氣
。
案
伊
川
亦

惟
賛
美
之
評
耳
。
右
出
書
古
賀
個
庵
先
生
筆
記
云
。
萬
随
時
自
玉

加
餐
不
荘

後
藤
機
頓
首

睡
翁
戸
田
明
公
執
事
下
十
月
十
八
日
之
タ

郷
姪
後
藤
助
右
衛
門
へ
之
一
封
。
初
例
奉
煩
下
執
事
一
走
。
狙

愛
之
至
。
千
萬
推
諒
々
恕
。

〇
夷
人
之
望
に
は
何
分
先
ツ
交
易
ガ
本
意
と
奉
存
候
左
ス
レ
ハ
先

少
ミ
之
品
物
之
ケ
條
を
立
て
三
年
或
ハ
五
年
に
て
一
卜
休
ミ
と

申
様
之
事
面
白
ナ
ケ
レ
ハ
休
メ
ル
杯
ノ
約
束
を
厳
重
二
立
定
め

て
交
易
を
許
免
ス
ル
杯
も
よ
ろ
し
か
ら
ん
欺
と
白
面
書
生
の
郡

見
に
は
奉
存
候
其
内
祇
糠
及
米
と
申
様
之
兆
あ
ら
ハ
直
様
干
支

を
交
ヘ
ル
と
申
様
之
事
二
て
ハ
如
何
な
ら
ん
何
分
只
今
之
様
二

ウ
チ
ラ

て
ハ
何
之
所
為
か
分
ら
す
し
て
只
内
面
之
物
入
而
已
内
面
乾
涸

二
及
候
得
ハ
自
然
之
内
肛
も
生
セ
ス
ト
ハ
イ
ワ
レ
ヌ
カ
ト
奉
存

候
其
時
は
外
寇
と
内
肛
と
に
て
ハ
不
可
高
枕
而
眠
と
奉
存
候
俯

て
外
夷
ハ
来
て
も
来
い
で
も
そ
こ
は
我
目
二
付
け
す
只
々
し
ら

顔
し
て
内
を
堅
固
二
す
る
は
如
何
内
を
堅
固
二
す
る
術
は
倹
約

を
主
と
し
て
軍
須
二
手
支
ヘ
セ
ぬ
様
と
又
海
岸
ニ
ソ
ロ
リ
ト
手

ぬ
け
な
き
様
二
防
守
す
る
と
ニ
ッ
な
り
愚
説
如
此

明
公
以
為
如
何
此
事
小
生
一
文
を
と
奉
存
候
得
共
未
成
也

2
 

『
個
庵
筆
記
』
（
嘉
永
五
年
刊
）
巻
下
に
、

「
後
世
間
氣
之
稲
。
特
以
極
賛
賢
者
。
別
自
成
義
。
非
襲
緯
書
意
。

或
問
伊
川
量
可
學
否
。
日
可
。
學
進
則
量
進
。
如
韓
魏
公
可
學
否
。

日
。
魏
公
是
間
氣
。
案
伊
川
亦
惟
賛
美
之
評
耳
」

戸
田
睡
翁
。
大
垣
藩
家
老
。
名
頼
及
、
通
称
五
郎
左
衛
門
。
初
め

厳
斎
、
晩
年
睡
翁
と
号
す
。
寛
政
三
年
生
、
安
政
四
年
四
月
二
十
八

日
没
、
六
十
七
歳
。

※
参
考
文
献
・
『
大
垣
市
史
』
下

註

1

「
間
氣
」
の
条
あ
り
。
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安
政
歳
乙
卯
。
仲

冬

ト

タ

。

温
ミ
煉
更
衣
趣
。
逝
ミ
近
街
栃
撃
。

無
月
沈
星
繁
概
。
無
風
獣
夜
苓
寂
゜

眩
眼
知
何
物
。
熔
燭
電
光
射
。

即
作

一
首
如
左

ー

〇
今
暁
寅
卯
之
隙
ノ

f
h
t
A
C序
0
．往
‘i
企
ら

.
.t

§A
f
木
り
；
ダ
9
^
i

.,

9
;
:
1ゃ
兄
も
々

tt‘
介
0

、“
;
鳥

i
；ら

t:いえt
約
と
炉
乱

ー

t
i‘、ら
T
¢
と
じ
え
日
｝
的

勺
傍

i
a
t
i
t
1
r
l
'ぶュ
(

tぬ
が
・＞し

“s讐
そ
つ
0
9
卜

i
わ
り

合
）

ち

s
k
{
r"
；
＼

t
~
9
i

昂
北

ゥn
りり
方
99
I

り/り
ーy
ゼ
↓t
ん
t
“

＼
；
ー
~
均
丸
が
や

旧
来
僅
就
枕
。
股
其
南
山
側
。

幌
観
高
車
過
。
句
勾
神
器
激
゜

何
暇
可
掩
耳
。
挑
燈
座
正
席
。

爆
ミ
校
屋
峡
ナ
ト

ニ
ス
ル
カ

不
知
蔽
雹
雨
。
屋
瓦
爆
ミ
ミ
〇

求
祀
与
味
逍
。
瑞
災
論
懸
隔
゜

吾
州
聞
布
冬
宙
。
謂
為
兆
三
白。

唯
願
黙
遣
蛭
。
連
霊
見
宿
姿
。

忽
憶
去
年
事
。
今
時
地
震
劇
。

哀
除
猜
簸
揺
。
恰
如
座
船
隻
゜

迅
雷
轄
風
裂
。
喋
然
誦
聖
籍
。

須
央
間
無
啓
。
隣
弟
正
妓
!
°

昨
夜
光
屎
如
此
不
知
伐
地
如
何

詩
中
爆
字
跳
韻
伏
諸
為
僕
為

一
字
師
也

千
座
随
時
自
玉
除
不
乙
ミ

2
 

仲
冬
十
三
日
申
牌
t
ロ

睡
翁
戸
田
明
公
執
事
後
藤
機
頓
首
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註
1

尚
々
江
は
道
泄
以
後
之
大
と
申
事
に
て
板
倉
伊
豫
公
よ
り
も

昨
日
地
姦
大
火
之
板
刻
及
邸
物
メ
十

一
通
被
寄
賜
候
古
付
を
見
て

も
伯
惨
之
至
二
存
候
〇
明
公
之
御
拒
腕
之
通
り
江
戸
ハ
西
洋
学
舘

創
建
ニ
テ
古
賀
欽

一
郎
殿
か
館
の
頭
取
ト
ヤ
ラ
之
由
果
然
ラ
ハ
欽

8
 

殿
ハ
粕
里
先
生
之
孫
と
も
不
可
謂
又
白
川
少
将
楽
翁
公
ガ
粕
里
先

生
を
奨
抜
セ
ラ
レ
シ
主
意
も
ド
コ
ヘ
力
飛
ソ
デ
仕
舞
只
々
加
増
而

已
を
垂
涎
衿
誇
ス
ル
ノ
カ
し
ら
ず
無
勿
体
1i

二
候
得
共
可
聞
太
平

之
極
突
乎
伏
請

一
読

r付
之
丙
丁
竜
也

原
簡
破
れ
。

詩
中

「安
政
歳
乙
卯
。
仲
冬
ト
ニ
タ
」
よ
り
、

月
十
三
日
の
発
侶
。

板
介
勝
明
。
安
中
藩

災
状
況
を
品
し
た
、

、
伊

f
守
°
字

r
2簡
は
安
政
二

赫
、
甘
雨

・
節
山
と
号

、
安
政
四
年
四
月
十
日
没
、
四
卜
九
寂
゜

安
政
二
年
ャ
月
二
日
、
江
戸
と
そ
の
周
辺
を
襲
っ
た
大
地

枚
摺

・
見
聞
誌

・
錦
絵
の
類
。

ハ
年
十

一
月
十

一
日

「
ヒ
日
頃
よ

り
街
に
際
き
、
給
卒
紙
屋
に
て
商
ふ
も
の
敷
百
種
」（
斉
藤
月
苓

『
武
江
地
動
之
記
』
、
安
政
一一
年
十

一
月
三
日
校
）。

の＇

す
。
大
坂
加
番
と
し
て
在
坂
中
、
後
藤
松
陰
等
と
交
遊
し
た
。
文
化

年

8
 

7
 十

月

〇
り
“
)

すゑ

1¥≫
らり一

t
t

(179X753m~) 

二
歳。

゜

、
文

日

、
文
化

／ 

八
歳
。

洋
学
所
。
安
政
三
年
正
月
十

十
月
三

日
、
蕃
古
調
所
と
改
称
し
て
、
安

古
賀
茶
渓
。
闊
者
。
名
増
、
字
如
川
、
通
称
謹

一
郎
。
別
号
に
謹

堂

・
沙
虫
。
江
戸
の
人
。
伺
庵
の
男
。
安
政
二
年
八
月
三
十
日
、
洋

、
明
治
十
七
年

穀
道
。
佐
奴
の
人
。
究
政
三
年
、
日
国
平
費
教
授
と
な
る
。
究
延
三
年

松
平
定
信
。
白
河
藩

政
十
二
年
五
月

四
年
五
月
三
日
没
、

ニ＿
日
没
、
七

十
二
年
十
二
月
二
十
七
日

違

ぁ
ュ
ー
？
る
し
り
々
チ

；`“
湛
t

也

よ・
み
巳
＆
｀
内
‘行
わ
ぷ
え
凡

f
ク
危

r侭
鰍と
そ
丸
祁
庫

古
双
精
里
。
伯
者
。
名
僕
、
字
淳
風
、
通
称
禰
助
。
別
号
に
復
原

一
日
没
。

ハ
十
九
歳
。

学
所
頭
取
と
な
る
。
文
化
ト
ニ
年
十

一
月

6
 政
四
年
正
月
十
八
日
、
正
式
に
開
校
。

5
 

一
日
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註

l
l
J
原
鐵
心
。
大
垣
藩
城
代
。
名
忠
究
、
字
栗
胴
、
通
称
仁
兵
衛
。

矮
巻
本
地
画
家
田
能
村
小
虎
と
中
へ
頼
ミ
箕
笠
杖
閾
出
来
申
候

思
召
二
叶
候
也
是
は
少
ミ
潤
宜
御
逍
り
被
下
候
様
奉
願
上
候
無

左
て
は
後
□

小
生
へ
其
復
門
が
参
り
申
候
可
畏
可
笑

乍
棟
炎
田
老
翁
へ
之
ゼ
封
順
便
御
轄
逹
被

F
候
様
奉
願

候

謹
復
梢
虹
春
暖
申
候
前
日
御
入
京
之
由
客
次
御
多
祥
被
遊
御
人
候

半
与
奉
欣
慰
候
箕
笠
矮
巻
題
辞
被
仰
付
不
辞
拙
劣
而
仏
頭
着
糞
申

候
且
拙
作
二
絶
無
口
之
作
塗
粕

tf屯
脳
中
候
御
笑
正
奉
祈
候
〇
鐵

心
君
へ
之
答
占
乍
棟
よ
ろ
し
く
下
執
事
へ
御
命
し
被
下
候
様
奉
希

上
候
〇
御
在
京
中

一
寸
上
江
拝
謁
仕
度
と
奉
存
候
候
得
共
衣
食
於

咄
嘩
不
能
倫
閑
辞
羞
之
至
奉
存
候
然
足
亦

一
世
界
突
執
巾
其
葵
笑

也
〇
鴻
爪
師
蚊
早
御
出
京
と
奉
存
候
如
何
御
面
哨
之
節
亦
復
乍
棟

善
致
怠
焉
低
随
時
自
玉
加
餐
不
啓
所
懐
草
布
不
乙

上
巳
後

一
日

睡
翁
戸
田
明
公
執
事
後
藤
機
再
拝

4
 

3
 

2
 

明
四
年

(176X523mm) 

次
。
初
め

、
明
治
五
年
四
月

没
、
五
卜
六
寂
゜

泊
肯
爪
。
大
垣
全
昌
寺

（曹
洞
宗
）
第
二
十
五
世
住
職
。
姓
宮

地
氏
。
江
湖
と
号
す
。
安
芸
因
島
の
人
。
戸
田
睡
翁
は
檀
家
の

一
人
。

文
化
ト

一
年
生
、
明
治
三
十
ヒ
年
六
月
卜
五
日
没
、
九
十

一
歳。

田
能
村
直
入
。
画
家
。
名
殻
、
字
顧
絶
。
小
虎
は
別
号
。
豊
後
竹

田
の
人
。
田
能
村
竹
田
門
。
文
化
十

一
年
生
、
明
治
四
卜
年

一
月
二

+
-H没
、
九
十
四
歳
。

菱
田
毅
斎
。
大
垣
藩
悩
。
名
瓜
明
、
字
伯

合
田
恒
斎
、
後
に
皆
川
洪
園
門
。

三
日
没
、
ヒ
ト
四
成
。

、
通
称

、
安
政
四
年
二
月
十

f
久
克
ぉ
．
＼
し

；
わ
j
t
り

'A
1
1れ
ょt

t
 

れ
仮i
り
t
i伝
じ
？^

ぷ
ー
キ
り
い
？
ふ
白
"
r
支

J

i‘
i
社
な
i
t.2払

足
水

・
酔
逸
と
も
号
す
。
文
化
卜
四
年

五
日
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ら
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ぃ
侑

ぶ

社
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ゎ
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ら
ぶ
。
お
凡
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ウ

L
肴
L
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易
も

i
仇
ケ
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O
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孟
ク
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心
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z
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‘
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7
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り
？
｀
る
ヽ
ふ

tじ
記

四

払
，ん
ら
妃
ゑ
5
$
1代
和
小
危
ー
h

と
懇

iOrd:i
．り和

ー、小＼い・人い`

ャ
ー
；
ふ
月
ば
石
ふ
'l

凡
L
?
t
1
角
ぃ
り
',々
3
代

!
/
r
J
-
2ぎ
り
朱

t
ふ
艮
Viち
i

謹
復
端
午
前
三
日
之
華
束
節
後
日
到
手

↓．
＂
仕
候
常
時
閤
下
御

多
祥
被
遊
御
揃
奉
欣
慰
候
今
時
少
し
海
昂
と
巾
様
二
i

見
申
候
想
常

梢
寧
耳
如
何
盛
稲
拝
閲
仕
候
不
怪
御
粕
煉
何
も
無
所
容
唆
と
奉
存

候

―
二
字
妄
批
御
取
裁
可
被
下
候
奉
復
迄
如
此
御
座
候
草
布
不

一

五
月
望

睡
翁
戸
田

明

公

後

藤

機

頓

首

執
市

令
息
主
税
君
へ
乍
棟
乍
末
よ
ろ
し
く
御
他
拌
被
下
候
様
奉
沼
候

鴻
爪
禅
血

ヵ

〇
鐵
心
大
夫
束
市
竣
御
帰
藩
之
由
奉
賀
候
消
拙
上
人

御
帰
山
之
由
安
穏
奉
賀
候
亦
復
乍
棟
御
面
晒
之
節
御
両
位
へ
可

然
御
轄
語
奉
憤
候
〇
菱
田
安
田
両
氏
へ
之
壱
封
ツ
A
是
亦

候
狙
愛
之
至
棟
ミ
息
ミ
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1
れ
る
ぢ
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―

1
し
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希
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名
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句
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バ
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花
お
る
『

Ktえ
(K危

月
＇
芦
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ね
屯
（
代

(160 x 470mm) 

註
1

戸
田
主
税
。

「
戸
田
家
系
譜
」
（
『
大
垣
市
史
』
中
所
収
）
に
よ
る

と
、
初
名
弥
三
郎
、
通
称
五
郎
左
衛
門
。
嘉
永
三
年
ト
ニ
月
家
倍
相

h
C
o
 

和
2

本
号
三
註
1
参
照
。

3

本
号
三
註

2
参
照
。

4
本
号
三
註
4
の
菱
田
毅
斎
、
も
し
く
は
本
号
六
註

5
の
菱
田
海
鉛

、。カ

令

i
j
a
£
‘
k
i

主
5

り
~
；
＞
り

i

？
移
i

itoり
い
欠
丈
‘t
マ↓
’庄

ぶ

E＼
え

t‘i？
竹
れ

ぇ
'tiL角
／
？
ふ
み

h
i名
＼
乞
月

2
吐
ぬ

：
そ
伐
、
。
？
や
伶
代

t
仇ぃ

o
i
g
ら
氏
‘

¥
i
:
1
-
i佐ぃ

租

9
}仕
itl

丘
ク
礼
仕
り
ら
吃
を
肉

も
一
―
-
1
み
茫
ふ
税
t
v

3
?＞
と
え

?
¥
1
4
-

1叱
勺．

低
る
ら
哨
な
は
姜
甕
「

1
,
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五
註
1

閏
七
月
は
本
簡
の
前
後
の
F
9
簡
の
内
容
か
ら
見
て
安
政
元
年
か
。

拝
啓
中
元
之
御
祝
俄
は
御
家
中
に
は
無
之
此
度
得
順
便
候
而
八
朔

之
御
祝
骰
探
借
申
上
候
朝
夕
漸
秋
冷
を
党
申
候
執
市
御
多
祥
被
為

揃
候
半
と
奉
焔
賀
候
扱
先
逹
て
下
問
被
述
候
盛
稿

一
閲
仕
E11
申
候

何
も
無
可
吹
毛
と
奉
存
候

―
二
字
朱
批
仕
候
て
返
完
仕
候
御
取
裁

可
被
下
候
千
萬
随
時
自
愛
加
餐
草
々
布
数
――――

乙

閏
七
月
廿

一
日
之
夜
初
更

戸
田
睡
翁
公
執
事
後
藤
機
頓
首

(165X 334mm) 
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謹
復
八
朔
之
御
祝
俵
目
出
度
申
納
候
所
賜
之
華
翰
閏
廿
八
日
到
手

薫
讀
仕
候
初
審
常
時
合
堂
御
多
祥
奉
欣
慰
候
今
時
雨
冷
不
堪
稀
裕

之
礼
服
候
貴
地
ハ
如
何
拶
故
幣
息
小
竹
翁
之
書
束
及
三
島
翁
之
書

翰
御
所
望
被
遣
候
所
何
も
面
白
も
の
は
無
御
座
候
只
？
有
合
セ
之

珍
襲
仕
置
候
も
の
二
通
呈
上
仕
候
又
二
通
是
等
に
て
御
念
御
辮
し

可
被
下
候

0
前
来
之
盛
稿
は
貴
府
附
近
木
戸
郁
之
専
光
寺
流
念
師

来
宿
帰
郷
二
付
妄
批
菱
田
文
蔵
二
向
ケ
托
上
仕
候
閏
月
廿
二
日
朝

也
定
て
今
回
の
御
手
束
と
行
違
ひ
二
相
成
候
事
と
奉
存
候
若
分
り

不
申
候
は
A
右
菱
田
文
蔵
専
光
寺
御
聞
合
可
下
候
草
々
布
数
字
以

奉
答
不
荘
不
謹八
月
朔

睡
翁
戸
田
明
公
執
事
後
藤
機
頓
首

篠
崎
三
嶋
同
小
竹
二
翁
端
及
杏
坪
翁
大
含
師
二
翰
奉
呈
上
候
凡
四

通
御
笑
留
可
被
下
候

＇ ノ‘

二
日
没
、
七
十
九
歳
。

郎
は
通
称
。
頼
春
水
弟
。
宝
暦
六
年
七
月
生
、
天
保
五
年
七
月
二
十

7

頼
杏
坪
。
広
島
藩
儒
。
名
椎
柔
、
字
千
棋
、
別
号
春
草
堂
。
万
四

6
 
5
 
4
 

3
 

2
 年

三
月
九
日
没
、
六
十
歳
。

文
蔵
。
海
鵬
は
号
。
美
濃
の
人
。
天
保
七
年
六
月
生
、
明
治
二
十
八

篠
崎
小
竹
。
儒
者
。
本
姓
加
藤
氏
。
名
弼
、
字
承
弼
。
長
左
衛
門

は
通
称
。
大
坂
の
人
。
九
歳
で
篠
崎
三
島
に
入
門
、
の
ち
蓑
子
と
な

る
。
天
明
元
年
四
月
十
四
日
生
、
嘉
永
四
年
五
月
八
日
没
、
七
十
一

篠
崎
―
―
―
嶋
。
小
竹
の
父
。
儒
者
。
名
應
道
、
字
安
道
、
通
称
長
兵

衛
。
別
号
郁
洲
。
元
文
二
年
生
、
文
化
十
年
十
月
三
十
日
没
、
七
十

七
歳
。浄

土
真
宗
の
寺
。
現
在
、
岐
阜
県
大
垣
市
木
戸
町
。
永
延
二
年
創

立
（
専
光
寺
御
示
教
）
。

第
十
五
世
専
光
寺
住
職
。
天
保
元
年
生
、
明
治
三
十
八
年
一
月
九

日
没
、
七
十
六
歳
（
専
光
寺
御
示
教
）
。

菱
田
海
鵬
。
毅
斎
の
男
。
大
垣
藩
儒
。
名
重
祖
、
宇
士
瑞
、
通
称

歳。

註
1
安
政
元
年
七
月
か
。
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065 x 461m m) 

8

大
含
。
翌
刑
占
城
正
行
寺
の
学
仰
。
戦
後
の
人
。
本
姓
末
弘
。
名

侶
慶
。
別
号
公
華
な
ど
。
t
9両
に
長
じ
、
小
竹
を
始
め
と
す
る
京
坂

の
文
人
と
交
遊
布
り
。
安
永
二
年
生
、
茄
永
三
年
卜
月
几
日
没
、
し

ト
八
歳

（赤
松
翠
陰
紺

『
因
作
上
人
遺
稿
』
所
収

「公
華
上
人
側
」）。

謹
啓
時
下
秋
冷
に
相
成
巾
候

O
O
F合
堂
被
為
揃
御
梢
甜
r
被
遊
御
入

候
半
と
奉
欣
慰
候
扱
瓜
月
乞
巧
前

日
之
華
翰
同

月

念

日

之

華

七
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註
1

睡
翁
明
公
賜
序
字
詩
次
韻
再
押

一
祭

千
里
炭
東
与
掘
西
百
年
邸
首
意
寧
迷

君
能
忘
勢
与
吾
接
恰
似
人
ふ
叩
木
犀

と
仕
候
得
共
未
穏
候
故
追
て
錬
熟
之
上
浄
邸
可
供

御

一
笑
と
奉
存
候
以

七
月
六
日
。 執

束
共
同
日
両
度
二
到
忙
手
蕉
誼
仕
候
常
時
御
多
祥
被
遊
御
入
候

由
奉
遥
賀
候
盛
作
御
次
韻
被
下
難
有
候
序
字
杯
別
し
て
奉
感
吟
候

盛
稿
も
快
誼
仕
候
右
そ
れ
／
＼
早
速
御
答
酬
可
申
上
筈
之
慮
暑
中

は
伽
放
八
月
已
後
折
角
得
些
涼
候
得
は
中
侶
杯
に
て
卦
枕
仕
今
日

ニ
至
り
僅
得
踏
几
候
故
第

一
番
に
盛
稿
妄
批
を
了
し
附
郵
便
申
候

委
曲
は
侍
臣
巌
九
子
へ
御
こ
と
わ
り
申
上
候
乍
棟
御
聞
取
可
被

候
病
中
四
方
之
用
事
堆
案
不
能
視
楼
草
随
時
自
加
餐
不
荘

菊
月
初
四
日

睡
翁
戸
田
明
公

後
藤
機
再
拝

二
句
欠
明
而
未
得

i”iいK
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t
t

寅
復
別
紙
認
骰
候
所
へ
又
ミ
本
月
七
日
之
御
手
束
同
十
二
日
到
来

仕
候
営
時
執
事
御
多
祥
被
為
揃
候
由
欣
慰
不
過
之
候
盛
稿
壱
張
初

例
甜
目
奉
感
吟
候

―
二
妄
批
御
取
裁
可
被
下
候
金
子
百
疋
被
贈
下

不
相
替
深
情
難
有
拝
登
仕
候
誠
小
生
杯
貸
活
二
は
石
上
蓮
花
と
奉

惑
侃
候
〇
剣
南
集
之
事
御
母
被
述
即
前
内
二
認
代
申
候
剣
南
集
と

申
が
六
秩
に
て
全
集
に
御
座
候
前
内
に
は
金
壱
両
壱
分
と
認
腔
申

候
所
壱
両
二
而
も
有
之
候
由
但
し
本
之
佳
否
二
よ
り
候
事
か
此
度

野
村
龍
之
助
帰
省
被
致
候
故
托
此
内
申
候
右
因
物
之
事
は
右
龍
之

助
よ
り
直
二
御
聞
取
被
遊
可
被
下
候
〇
海
華
肪
他
日
御
恵
ミ
被
下

候
由
亦
復
深
情
垂
涎
奉
待
上
候
萬
随
時
自
玉
保
重
疎
咆
不
荘

嘉
乎
月
十
五
日
遥
常
奴

睡
翁
明
大
夫
公
執
市
機
頓
首

尚
々
乍
棟
乍
末
昨
作
皆
ミ
様
へ
よ
ろ
し
く
被
仰

上
八

可
被
下
候
以
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註
1

』
八
卜
丘
巻
。
宋
、
陸
茄
撰
゜

野
村
藤
陰
。
大
垣
藩
悩
。
龍
之
助
は
通
称
。
嘉
永
三
年
大
坂
で
後

治
三
ト

藤
拙
堂
に
学
ぶ
。
安
政
元

年
帰
藩
し
、
藩
校
敬
教
堂
の
溝
官
と
な
る
。
文
政
十
年

年
三
月
卜
五
日
没
、
ヒ
ト
三
寂゚

藤
松
陰
の
門
に
入
り
、
翌
四
年
律
藩
の

『
剣
南
詩

(172 x 748mm) 

月
生
、
明
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拝
復
寒
気

H
加
候
得
共
御
多
祥
被
成
御
入
候
由
奉
遥
賀
候
扱
作
甚

-
1
張
御
恵
ミ
被
下
難
有
拝
登
仕
候
乍
不
存
近
来
別
し
而
御
升
進
之

様
党
へ
剖
目
巾
候
、
水
襲
可
仕
候
高
槻
へ
之
セ
封
早
速
飛
脚
所
へ
為

持
述
し
申
候
咋
稿
篇
ミ
惑
吟
仕
候

―
二
妄
批
御
取
舎
可
被
下
候
又

ミ
御
面
倒
之
至
御
座
候
得
と
も
藤
城
山
人
へ
之
，
ぃ
御
縛
逹
被
下

九

註
l

5
 

細
香
閏
秀
梧
下

2
 

候
様
奉
煩
上
候
是
は
順
便
之
節
に
而
よ
ろ
し
く
候
令
姪
元
齢
君
へ

も
乍
憚
宜
敷
御
側
へ
可
被
下
候

3
 

高
槻
藤
井
強
哉
描
介
寄
鯉
魚
賦
此
代
面
謝

曽
泊
庭
訓
帖
其
羨
洒
川
鯉
羮
今
日
故
人
胎
始
知
六
ミ

4
 

鼓
是
尾
張
椒
朝
介
椀
面
如
珠
浮
脂
肪
縦
不
龍
門
作
甘
雨

亦
向
寒
伯
潤
枯
腸

結
二
句

一
作

聞
説
此
魚
龍
門
去
典
孟
降
雨
救

好
向
寒
伯
潤
枯
腸

右
伐
地
諸
君
御
漿
首
之
節
御
評
随
被

愛
不
乙

月
初
五
日機
拝

候
様 荒

今
年
久
森
不
須
休

希
上
候
除
以
時
自

村
瀬
藤
城
。
仰
者
。
名
装
、
字
上
錦
、
通
称
敬
治
、
平
治
郎
。
ゃ

の
人
。
頼
山
陽
門
。
究
政
二
年
生
、
嘉
永
六
年
九
月
三
日
没
、
六

十
三
歳
。
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ぶ
。
瀾
斎
の

二
女
。
頼
山
阻
門
。
初
め
俯
玉
漢
、
後
浦

5

江
馬
細
香
。
詩
人
。
名
多
保
、
号
瑚
拶
。

垣
藩
侍
医
江
馬

4
 応
二
年
七
月
二

尾
張
の
味
噌
と
、
但
馬
朝
介
の
山
椒
゜

春
琴
に
画
を
心

明
ヒ
年
四
月
四
日
生
、
文
久
元
年
九
月
四
日
没
、
ヒ

一
日
没
、

ハ
十
歳
。

郎
。
摂
律
廿
回
槻
の
人
。
頼
山
陽
門
。
文
化
四
年
四
月
二
十
日

3
 

江
馬
元
齢
。
蘭
方

月
五
日
没
、
ヒ
ト

五
寂
゜

、
字
秋
齢
、
号
金
粟
、
黄
雨
楼
。
頼

藤
井
竹
外
。
伯
者
。
名
啓
、
字

、
明
治
十
五
年

開

・
強
哉
、
通
称
啓
次
郎

・
古

歳
。

山
脱
門
。
江
馬
細
香
の
甥
。
文
化
九
年
ヒ
月
五
日

2
 

。
名

(162 x 598mm) 
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